


























































































































なければならない。このような具体的なスポー ツ種目は，新しい研究デー ター によって，
成長と発達の結果，あるいは社会性の効果について発表されているが，これらを選択する
にあたっては，はっきりした目標がたてられ，それに従って基本的に何を目指していくか
を定めなければならないだろう。今，「現在および将来の健全な大筋活動的なレクリエー
ションを準備する」ためには，基本的な指標として，
（1）ある程度の基礎体力
（2）ある程度の技術
⑧広い知識
㈱積極的に求める態度
が要求されてこよう。
これらの基本的なねらいを常に指導の中核におかなければならないが，実際にスポーツ
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（体育）種目を選ぶとき，大別して二つの基準によることができると思う。一つは基礎体
力を求める
A鍛練的なもの。
他の一つは興味につながって技術の向上がねらいの中心となる
B普及度の高いもの。
将来普及するだろうもの。
奨励したいもの。
である。
普及度の高い種目，将来普及するだろう種目，また奨励したい種目はおのずから広い知
識が必要になり，積極的に求めようとする態度が養われることも当然期待できる。これら
は大学体育の目標とした「スポーツの生活化」に直接貢献する種目となり得よう。
基準の基本は大別して，以上のA,Bの二群に分けられるが,B群の種目の中には学内
の開講が不可能なものも当然含まれる。主には商業体育施設を利用しなければならないも
のであるが，「レクリエーションを準備する」目標からは特に重要であり，実施の形式,
内容が特殊な存在なので，これらをc群として考えることもできよう。
前にも述べたように，体育の形式は具体的な実施の方法に至って様々であるが，この基
準の分類によって本年度から実施された金沢大学の種目選択を示せば，次の表のようであ
る。
A ’
基礎 体力｜
鍜練的なもの
学内で開講するもの
ボディビルディング
柔道（男）
レスリング（男）
クロスカントリー
バスケツトポール
サッカー（男）
ァ.フットボー ル（男）
ハンドボール（女）
体 操
剣道
空 手
アーチェリー（女）
ポ ト
発単位 ’
B ’ C
技術知識態度
普及度の高いもの
将来普及するだろうもの
奨励したいもの
－
バレーボーール
テニス
卓球
（ドミントン
野 球
ソフトボール
ダンス
ゴルフ
発単位
’
’
学外で開講するもの
水 泳
登山
登山の基本
スキ
スケート
セーリング（ヨット）
水上スキー
徒歩旅行
キヤンプ
サイクリング
殆単位
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以上のようであるが，あらためてことわるまでもなく，これらは現在及び近い将来の教
官組織，施設で実行可能なものであることは言うまでもない。
ここで基本的指標にあげられた「積極的に求める態度」は将来に継続する重要なものの
一つである。大学卒業後も絶えず積極的に求められなければ，目標であるスポーツの生活
化は達し得ない。それには個人の能力に合った興味につながる種目を用意しなければなら
ないが，同時にそれを選択する習慣を身につけさせることも重要なことである。そうかと
いって，一つの種目のみを選んだり，あるいは同系統のものに片寄ることは，技術の向上
という面から長所もあるが，広い経験を通して選択していく考えからは適当でないので，
これらABCの2群以上にわたって2単位を選択させ修得させることにしている。
特に基礎体力の養成は，当面の課題とするところである。単に学生がスポーツを楽しむ
にとどまらず，この基礎体力を正しい認識の上にたって積極的に選択することが指導の中
心にあり，同時に体力養成の度合が確実に理解できるように指導して，結果において身体
的関心を高めるものにならなければならないと思っている。
大学体育は，その期間において体力の向上をはからなければならず，また一方では，経
験してきたスポーツを通して自己の生活に適した種目を選択して生活化していかなければ
ならない。大学の教育がそうであるように，技術の習得，あるいは文化的遺産としてのス
ポーツの理解にとどまらず，常に自己の生活に還元してどのように自分に適した身体活動
を築き上げていくかが重要な点である。小学校，中学校，高等学校，大学と段階はあって
も，体育においては運動の専門選手をつくるわけではないから次の段階の基礎づくりに専
念することができないのは当然のことである。各々は要求の水準こそ違え独立した存在で
ある。特に高校と大学では運動技能の差は全く微妙であるところから，指導の過程が同じ
になりやすく，高校の延長と感じられやすい。生活に結びつけるという点では，学校体育
の共通した一つの目標ではあるが，大学体育の位置づけをあまり広げないで性格を明確に
し，学生にもその意識を持たせることが最も重要なことであると思う。この目標に対する
意識こそが，将来につながってスポーツを生活化していく基本になると思われるからであ
る。
以上は教養部の独立に際し，遅ればせながら大学体育のあり方を検討し，一つの形式を
紹介して批判を仰ぐものであるが，大学の体育が果して実際に効果をあげているだろうか
という疑問に，まだ多くの未解決な問題を残しているといえよう。ここ数年来，身体づく
りのトレーニングがいろいろな角度から研究されてきており，ある大学では一定の基礎体
力に満たないものはトレーニングクラスで基礎体力を養い，いわゆるスポーツ種目に参加
できないとしていることも聞くが，一年半の短かい教養期間に，いかに最良の効果をあげ
るかはきわめて困難な問題であると思う。施設用具の充実はもとより，教官数の劣勢は選
択する種目の範囲を著しくせばめている現状である。聞き及んだ数校の大学でも各々多く
の問題をかかえているようである。現段階においては，各々の指導法による効果の結果で
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必要性を認識させ，個人の最良の方法で積極的な身体活動を選択することが現想ではあろ
う。体育の定義について,J・F.WilliamsとC.L.Brownellは「体育は，種類につい
て選択され，結果について指導された人間の身体的活動の総和である。」と述べているが
この意味において，正に認識されてよかろう。
おわりに，本稿では大学体育の目標とするところを中心にして述べてみたが，現段階で
は，まだまだ多くの研究資料によって一層の効果を上げることが急務であろう。4月から
始められた種々の測定の結果をまって，次の機会に具体的成果を問えることを期待してい
る。
